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首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
と
レ

ダ
北
部
ま
で
を
パ
ラ
グ
ア

イ
河
で
結
ぶ
週
一
回
の
唯

一
の
定
期
便
も
ク
リ
ス
マ

ス
休
暇
に
入
る
為
、
人
と

荷
物
で
溢
れ
て
満
杯
で
し

た
。
こ
ち
ら
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
と
は
い
え
、
猛
暑

の
時
期
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル

故
、
雪
を
見
る
こ
と
は
全

く
無
く
、
そ
り
に
乗
っ
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
イ
メ
ー

ジ
は
想
像
も
出
来
ま
せ
ん
。

十
二
月
二
十
一
日
午
前
十

時
、
レ
ダ
の
空
に
瑞
雲
が

輝
き
、
素
晴
ら
し
い
吉
兆

を
天
は
示
さ
れ
た
。

一
月
十
一
〜
十
六
日

久
し
ぶ
り
に
神
山
会
長

が
レ
ダ
入
り
さ
れ
た
。
す

ぐ
に
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転

さ
れ
て
、
背
丈
ほ
ど
に
伸

び
た
雑
草
を
、
ト
ラ
ク
タ
ー

で
汗
を
び
っ
し
ょ
り
か
き

な
が
ら
草
刈
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
植
樹
さ
れ
た
木
々

の
剪
定
を
さ
れ
た
り
、
蟻

に
侵
さ
れ
た
樹
の
手
当
て

を
さ
れ
た
り
、
常
に
現
場

で
先
頭
を
切
る
姿
は
い
つ

も
変
わ
ら
な
い
。

レ
ダ
報
告
（
二
〇
〇
七
．

十
二
ー
二
〇
〇
八
．
一
）

飯
野
貞
夫
記

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
九
月

に
入
る
と
次
第
に
暑
さ

が
増
し
て
、
雨
季
と
な
っ

て
行
き
ま
す
。

今
季
は
例
年
に
な
く

雨
の
日
が
多
く
、
雨
量

も
増
し
て
い
ま
す
。
第

一
植
樹
園
の
ユ
ー
カ
リ

林
も
三
十
ｃ
ｍ
以
上
水

に
漬
か
っ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
上
）
と
同
時
に

園
内
は
凄
ま
じ
い
勢
い

で
雑
草
が
伸
び
、
藪
と

化
し
、
写
真
で
は
穏
や

か
な
緑
に
見
え
る
が
、

激
し
い
蚊
の
集
団
に
襲

わ
れ
続
け
、
一
本
一
本

の
植
樹
さ
れ
た
木
々
の

撮
影
は
不
可
能
状
態
で

あ
っ
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
で
土
を

盛
っ
て
何
日
も
か
け
て

造
っ
た
道
路
も
、
山
側

の
水
が
溢
れ
て
道
路
を

越
え
て
支
流
に
流
れ
、

何
箇
所
も
切
絶
さ
れ
て

車
が
通
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。



④
植
樹
・
植
林
に
よ
る
、
地
球
環
境
の
改
善
と

保
全

炭
酸
ガ
ス
の
吸
収
に
対
し
て
、
植
林
の

役
割
が
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
業

界
等
の
努
力
に
よ
っ
て
、
炭
酸
ガ
ス
の
排
出
を

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

近
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
現
状
で
は
マ

イ
ナ
ス
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、

植
物
に
よ
る
光
合
成
の
よ
う
に
、
炭
酸
ガ
ス
を

吸
収
し
、
酸
素
が
供
給
さ
れ
る
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
環
境
を
作
り
出
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
植
樹
活
動
は
以
下
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
●
植

樹
に
よ
る
森
林
の
再
生
。

下
草
環
境
の
変
化

が
出
て
き
ま
す
。
●
微
生
物
、
菌
糸
類
、
昆
虫

の
繁
殖
、
動
物
が
棲
息
し
ま
す
。
●
森
は
ミ
ネ

ラ
ル
を
含
ん
だ
水
の
宝
庫
。
海
に
出
て
、
魚
類

と
海
藻
類
の
成
長
を
助
け
ま
す
。
●
結
果
的
に
、

酸
素
の
供
給
、
樹
木
の
活
用
が
で
き
ま
す
。
●

町
と
町
の
間
に
林
と
森
を
作
る
、
美
的
環
境
づ

く
り
。
●
粘
り
強
く
植
樹
活
動
を
続
け
る
と
、

地
球
全
体
が
、
蘇
生
し
ま
す
。

参
加
者
の
感
想

『
環
境
問
題
が
今
、
大
き
く
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
ど

れ
だ
け
自
分
自
身
が
理
解
し
て
い
る
か
と
い
う
と
実
際
問

題
よ
り
も
ま
だ
ま
だ
、
分
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
い
こ

と
を
感
じ
ま
す
。
現
実
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

私
達
で
あ
り
ま
す
が
実
際
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
生
き

て
い
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
も
っ
と
も
っ
と
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
』

特
に
産
業
界
を
中
心
に
、
炭
酸
ガ
ス
排
出
が

抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
家
庭
部
門
」
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
の
「
業
務
そ
の
他
部
門
」
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
一
九
九
〇
年
比

で
約
四
〇
％
増
加
し
て
い
る
た
め
、
対
策
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
機
関
が
報
告
し
て
い
る
、
地
球
環
境
悪
化

の
予
測
で
は
、
お
お
む
ね
、
こ
の
ま
ま
二
酸
化

炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
た
場
合
、

深
刻
で
人
類
に
と
っ
て
危
機
的
状
況
と
な
り
、

そ
の
破
壊
的
速
度
が
速
ま
っ
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
歴
史
か
ら
知
ろ
う
、
そ
し
て
対
策
を

講
座
は
、
①
環
境
問
題
の
歴
史
②
環
境
問
題
の

原
因
③
環
境
問
題
の
現
状
④
植
樹
活
動
に
よ
る
、

地
球
環
境
の
改
善
と
保
全
を
主
に
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。

①
環
境
問
題
の
歴
史

十
八
世
紀
末
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
始
ま
っ
た
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
右
肩

上
が
り
に
炭
酸
ガ
ス
の
排
出
量
が
増
え
、
今
な

お
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

②
環
境
問
題
の
原
因

地
球
温
暖
化
・
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
・
酸
性
雨
・
砂
漠
化
・
海
面
上
昇
・

地
球
温
暖
化
に
よ
る
森
林
破
壊
、
熱
帯
林
減
少

等
が
あ
り
ま
す
。

③
環
境
問
題
の
現
状

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
、
ア

フ
リ
カ
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
氷
河
の
消
滅
。

太
平
洋
の
ツ
バ
ル
等
の
海
面
上
昇
に
よ
る
、
国

土
の
消
滅
。
砂
漠
化
は
、
毎
年
、
九
州
と
四
国

ほ
ど
の
広
さ
か
ら
緑
地
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
二
〇
〇
八
年
度
最
初
の
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

一
月
十
九
日
、
南
北
米
福
地
開
発
協
会
で
、
一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
、
「
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
植
樹
活
動

の
意
義
」
と
し
て
、
戸
石
文
夫
事
務
局
長
（
地
球
の
緑
を
守
る
会
）

が
担
当
し
ま
し
た
。

京
都
議
定
書

近
年
、
国
連
が
中
心
と
な
り
、
地
球
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

会
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
達
が
よ
く
耳
に
す
る
の
が
「
京
都

議
定
書
」
で
す
が
、
こ
れ
は
、
一
九
九
七
年
十
二
月
十
六
日
京
都
市

の
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
か
れ
た
第
三
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

約
国
会
議
（
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
、C

O
P
3

）
で
議
決
さ
れ

た
議
定
書
で
す
。
そ
し
て
、
京
都
議
定
書
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月
一

六
日
に
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
に
約
束
し
た
日
本
の
目
標
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
六
％
の
削
減
で
し
た
。

日
本
は
、
京
都
議
定

書
で
二
〇
一
二
年
ま

で
に
一
九
九
〇
年
比

で
六
％
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
約
束
し

て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
二
〇
〇
五
年

度
に
お
け
る
日
本
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
は
、
一
九
九
〇

年
比
で
削
減
ど
こ
ろ

か
七
．
八
％
も
上
回
っ

て
い
る
た
め
、
温
暖

化
対
策
を
よ
り
一
層

強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー
御
案
内

日
時

二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
日
（
春
分
の
日
）

場
所

事
務
局
前

大
山
ふ
る
さ
と
会
館

参
加
費

二
千
円
（
昼
食
付
き
）

研
修
内
容

午
前
中

『
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
意
義
』

地
球
の
緑
を
守
る
会

理
事
長高

津
啓
洋

午
後

『
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
保
全
と
レ
ダ
の
歩
み
』

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
総
長

飯
野
貞
夫

地
球
と
人
間
は
運
命
共
同
体

（
美
し
い
地
球
を
守
り
ま
し
ょ
う
）


